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◎篠原 典男（中央）
北品川本通り商店会＜するがや＞
（現在家族の病気介護のため一時休業中。
再開目指して鋭意充電中！）
北品川本通り商店会副会長／北品川一丁目
町会副会長／品川神社北一惣町（祭典委員）
／品川交通安全協会副会長／品川台場剣友
会副会長／品川区剣道連盟常任理事（剣道
錬士六段）
A.1  品川と言えば、一般の人々のイメージ
は新幹線も停まる都心のターミナル駅ですが、
実は駅があるのは港区高輪で、そこから少
し離れて品川区の品川地区があります。京
浜急行の八ツ山踏切から青物横丁まで続く
商店街が正に、旧東海道の品川宿な訳です
が、江戸とは違った独特の文化を育み、発
展してきました。品川は昔から宿場町として
栄えてきた経緯があるので、常に新しい人
が出入りしてきて、そう言う新しい風が、従
来から土着していた人（土）と出会い、絡み
合い、溶け合って品川の風土と言うべき雰
囲気を醸し出してきました。新しく参加する
人や考え方を拒まず、積極的に取り入れて
いく度量の大きさこそが、品川宿の魅力だと
思います。
A.2  亡き父圭司が初代副会長、その後を受け
た亡叔父正勝が副会長兼事務局長と、一族
挙げてまちづくり協議会と深く関わってきまし
た。今回我が家から三人目の副会長となって
しまい、周囲の方々からの期待に身の引き締
まる思いです。父や叔父の名を汚さぬように、
加藤・堀口・小日向の3人の副会長と力を合わ
せて堀江会長を支え、品川宿のさらなる発展
のための一助となれるように、また品川宿の
魅力を周りに発信していけるように頑張ります。

◎加藤 丈幸（右）
北馬場参道通り商店街 ＜湊屋 加藤畳店＞
京急新馬場商店街振興組合 専務理事／北品
川二丁目町会 副町会長／品川神社北二惣町
（祭典委員）
A.1  大変、歴史のある町です。江戸時代、飯
盛旅籠が並ぶ東海道一番目の宿、神社仏閣
が多く、偉人のお墓も多数あります。掘り下げ
れば掘り下げるほど、歴史に関わる物が多数
出てきます。でも私にとっては単なる地元です。
昔から「宿」という概念は無くお祭り・御会式・
飲み会などを介して友人・先輩・後輩・近所のお
ばあちゃん達が叱咤激励してくれる地元です。 
垣根は高いけど、一度中に入ってしまえば、す
ぐ仲間になれる人情味が厚い、大変温かい町
だと自負しております。
A.2  今回、初めての参加にもかかわらず、副
会長という大役を仰せつかりまして誠に恐縮し
ております。品川に関しましては、56年間生ま
れ育ちました地元ですので、あまり仰々しく考
えた事はありませんでした。ただ町の浮き沈み

は否が応でも目に入り、子供の頃の人通りが
多く活気があった頃やバブルが弾け次々と閉
店する店舗が出た頃など、良い時悪い時を体
感して参りました。さすがにある程度の年齢に
達した時、自らで何とか人を呼べる街にしない
とと、この地で商売をしている私自身が危惧を
しておりました。まだまだ協議会の皆様のよう
に、まちづくりのエキスパートには及びません
が色々と勉強をさせて頂くつもりで、頑張りた
いと思います。これから宜しくお願い致します。

◎堀口 尚利（左）
北品川商店街協同組合＜若素園＞
商店街理事／中央通り街灯会役員／北二祭
典部会計／しながわ宿場まつり実行委員
A.1  40年程前、私が小学生の頃は７・１７・２７日に
は通りに屋台が溢れ月３回もお祭りが開催され
ていた様な環境でした。肉屋・魚屋・八百屋に
豆腐屋さん等、商店が活気に溢れていました。
現在は、店舗は減少しそれに共に商いの種類
も減ってきました。では、現在の東海道は以前

と比べて衰退しているのか？　違うと思います。
この街には昔と同じかそれ以上の情熱を持っ
てまちづくりに励んでいる人々がいます。宿場
まつりは今年で30回目。東海道駅伝も風物詩
となっています。時代に合わせたネット中継が
行われたり、各商店もキャッシュレス決済の導
入を始めています。いまや東海道の魅力はそこ
に連なる多種多様な店舗の賑わいでなく、東
海道周辺に暮らす人々の個々の魅力に変化し
てきたのだと考えています。
A.2  その設立運営には周辺商店街が深く関
わっています。しかしながら、忙しない日常に追わ
れ関わりが薄れ、その設立を知らない人間から
すると全くの別団体と映っています。様 な々人々
が行き交い出入りが激しい宿場町。そこに「まち
づくり」の活路を見出し、まさに宿（しゅく）の玄関
口として、広く門戸を開放している「まち協」はな
くてはならない存在と考えています。今一度、町
会の枠を超えて周辺商店街と住民とが集う唯
一の場として、宿（しゅく）に出入りする人々に対
して、魅力ある“まち”として認知されていく様に、
微力ながらお手伝いをしていく所存です。

◎小日向 亮輔（左下）
＜なぎさの会＞会長
A.1  お祭りを中心に受け継がれてきた文化や
歴史を大切に守りながらも、宿場町として新し
く行き交う人を受け入れる気持ちのある人が
多いところ。やりたい気持ちを応援してくれる
温かさに魅力を感じています。
A.2  これまで先輩方が積み重ねてこられた活
動の上に立っていることを忘れずに、あのとき
応援して良かったと思っていただけるような活
動を続けていきたいと思います。子どもたちの
故郷（しながわ）のために。

\  新副会長4名を迎え新たなスタート！ /

１９６４年、当時中学生だった堀江少年

（現会長）は、東京オリンピックに出

場するスイスの選手団が品川寺を訪

れた際、地域で配られたスイスの国

旗を振ってお迎えしたそうです。また、

国立競技場で行われた開会式で、空

に描かれた五輪のマークは、品川か

らも見ることができ、とても印象的だっ

たそうです…。

２０２０年、スポーツの感動と世界中の

人たちとの交流が、社会や人の気持

ちに、どのような変化をもたらしてく

れるのか？　とてもワクワクしています。

品川宿のまちづくりらしい取り組み

を通じて「地域の子どもたちにとって、

心に残る思い出をつくりたい！」という

想いのもと、事業を推進しています。

「品川宿の新たな観光まちづくり事

業」では、２０２０年東京オリンピック・

パラリンピックを見据え、まちづくり

協議会が主体となって、２つのテーマ

で活動を進めています。（共催：品川

区オリンピック・パラリンピック準備課）

①ボランティア宿泊
ホッケー、ビーチバレー、ブライン

ドサッカーなど、これまで品川区をあ

げて応援してきた競技を品川宿地域

でも応援していきます。特に＜競技を

支えるボランティア＞を、＜地域のボ

ランティア＞が支えるというコンセプト

のもと、宿泊、食事、交流などを

企画しています。２０２０年３月末までに、

お寺、商店街、銭湯などと連携した

社会実験イベントを実施する予定です。

（協力：（株）宿場ジャパンほか）

②寺子屋（学び・拠点づくり／スポー

ツを通じた障がい者理解）

江戸時代の寺子屋のように、まち

に開かれた拠点づくりや学びの講座

を実施していきます。特に、スポー

ツを通じた障がい者理解や文化プロ

グラム振興として、様々な体験を提

供していきたいと考えています。１０月

１７日ろう者（デフ）サッカー教室では、

４０名の子どもたちが混ざり合い、楽

しくサッカーをすることができました。

11月30日　FC東京応援バスツアーを

企画し、城南アヤックス（城南小ほか）

の子どもたちを味の素スタジアムまで

引率させていただきました！

（協力：品川寺、日本童謡学会、日本ブ

ラインドサッカー協会、サインフットボー

ルしながわ、東海道品川宿FC ほか）

（竹中 茂雄）

品川宿の新たな観光まちづくり事業
～２０２０年、品川宿らしいおもてなしで、世界中の人たちをお迎えしましょう！～

新たに副会長になられた4名に、 Q.1 東海道品川宿の魅力、 Q.2まちづくり協議会への抱負についてお伺いしました。

品川区議会オリパラ推進特別委員会の視察
受け入れ（品川寺）

FC東京応援
バスツアー

南品川二丁目旧東海道沿いに事務所を
開いて２１年、お隣の靴屋さんが閉店した
ので衝動的に借りてしまいました。何をし
ようか？１年間悩んだ末にレンタルスペー
スに改装しました。このまちを賑わしてく
れるチャレンジショップや、展覧会、ワー
クショップなどをイメージしました。夜も
出来るだけ灯りをつけています。是非覗
いてみて、そして使ってください。ご連
絡はハセジュン携帯 090-3043-2347 ま
で電話かショートメールでお願いします。
（ハセジュン）

映画祭とは違う世界で唯一のドキュメン
タリーの祭典『ドキュ・メメント』、3度目
の開催を無事に終えました。一龍屋台村、
KAIDO Books & Coffee、本照寺、ARCO、
交流館、いどばたなど、東海道周辺で同
時多発的にドキュメンタリーを「体感す
る」イベントを開催。デフ・サッカーとの共
催、まち協メンバーの登壇など、今年は
品川の皆さんとの連携が一層進みました。
皆さんのご協力に感謝致します。（米本
直樹）

日本各地の風土を描く60分のドキュメン
タリー『新日本風土記』で品川宿を取り
上げさせて頂き、南北天王祭や宿場町の
歴史、ここで暮らす方々のまちへの思い
を映しました。全国至る所で再開発が進
み、大手チェーンが増え、町の個性はど
んどん失われつつあります。そんな中、こ
の町が今も強い「カラー」を残し、経済と
は違う尺度の「幸せ」を明確に持っている
理由を、取材を通して探りました。その答
えは…番組を観て感じて頂ければ！（米本
直樹）

旧東海道沿いの『select』は、皆様のライ
フスタイルに寄りそう雑貨店として、令和
元年元旦の5月1日にリニューアルオープ
ン致しました。上質さ・安全性にこだわっ
た日本製の洗剤やハンドソープ、タンブ
ラーなど日常使いいただける商品を日々
探し仕入れております。お祭りの文化が
色濃い品川宿商店街を若い力でさらに
盛り上げられたらと考え、旧東海道品川
宿周辺まちづくり協議会や品川観光協会、
各商店の皆様からのご助力を頂きながら、
8月には『品川宿商店街ゆかた祭り』を開
催いたしました。第2回はさらに多くの方
たちに商店街の魅力を伝えるべく、新た
に計画を練っております。商店街の尚一

さまお子さまの身体と心に向き合いながら
「親・子ども双方への心・からだに向上効
果を与える体操指導」を試行錯誤、更新
して来た結果、親と子が触れ合いながら
楽しく幸福感のある体操と沢山の方々か
ら喜ばれることとなりました。
昨年一般社団法人を設立したことを機に
私どもから地域の皆様に歩み寄りたいと
の考えに至り、長年温かく協賛してくだ
さっているロゼット様から「しながわまち
づくり協議会」のことをご紹介頂きました。
このご縁を大切に活動致します。

令和元年10月、南品川にオープンした
本施設（地上6階、地下1階、延床面積
約6,870平米）は、子どもの発達を支える
「品川児童学園」の機能拡充を図るとと
もに、障害児者の地域生活を支える拠点
として、障害のある方の相談の場、日中
活動の場を整備しました。また、精神科ク
リニックも併設されており、子どもの発達
障害等に専門的な支援が行えます。障害
のある方もない方も、それぞれの個性を
尊重しながら、共に暮らせる社会を実現
するには、施設が地域に開かれることが
大切です。本施設では、「食」や「文化」
などもテーマに、カフェレストランの運営
や、多目的室（展示室・ホール）でのイベン
ト開催等を通じて、地域の皆さまが気軽
に交流できる拠点づくりを行っていきます。
ぜひ、お気軽にお立ち寄りください

層の活気づくりに寄与し、『select』とし
ても一段の躍進の年としてまいりますの
で、2020年もお力添えくださいますよう
何卒よろしくお願いいたします。（松野）

韓国情勢の悪化による韓国人訪日客の
激減、各地で次々と起こった未曽有の自
然災害への対応と今後の対策、既にホテ
ル供給過多も叫ばれる中、大手資本によ
り新たな宿泊施設の建設ラッシュが続く
など、めまぐるしく状況が動く一年でした。
特に、来年に迫ったオリンピックの前哨
戦として開催された「ラグビーワールド
カップ」関連の訪日客の瞬間的な増加に
ついては顕著なものがありました。弊社
が南品川で運営する東京で一番小さな
ホテル「Bamba Hotel」にも何組ものラグ
ビーファンが訪れ、試合のない日は品川
宿の歴史あるスポットや飲食店をめぐり、
滞在を満喫されました。
宿場JAPANとしては今年10周年の節目を
迎えると同時に、来年のオリンピックを見
据え新店舗開業も含む勝負の一年にな
ると感じています。宿泊施設の品川宿代
表として「ワンチーム」で乗り越えたいと
思っております。
泣いても笑っても一度きりの東京オリン
ピック、品川のみなさんには是非どのよう
な形でも参加をし、一生の思い出にして
楽しんで頂きたいと考えています。（宿場
JAPAN 渡邊崇志）

私どもは32年間この品川の地で親子体
操、キッズ・ジュニア・高齢者の方々への体
操指導を行なっております。
当初は育児中のお母さん方から親子体操
のご要望で始まりました。その中で親御

◆レンタルスペース 
「束の間」オープン

◆宿業として2019年を 
振り返る

◆品川区立障害児者 
総合支援施設

◆一般社団法人 22世紀親子
からだ育て塾（22OKJ）

◆『品川宿商店街 
 ゆかた祭り』開催

◆NHK BSプレミアム『新日
本風土記』で「東海道品川
宿」放送（2019年8月23日）

◆第３回『ドキュ・メメント』開催
（10月18～20日）

T O P I C S

令和元年10月5日㈯、6日㈰に「しながわ水辺の観光フェスタ2019」が実施されました。

本イベントは、品川区の観光資源である「水辺」を活用し、事業を実施することにより、伝統文化の継と発展および経済の

活性化につなげ、多くの人が訪れ楽しむことのできる、にぎわいのある都市の実現の一助とすることを目的としています。

平成28（2016）年度に、「近隣の住民に水辺の楽しさを味わってもらいたい」という想いから、まちのにぎわい創出や観光

の魅力を創出するため、2020東京オリンピック・パラリンピックを見据えて、「京浜運河エレクトリカルボートパレード」と名

を打ち、本イベントの事業の前身としてスタートしまた。2017年度から、区内の水辺に隣接するエリアの企画、、秋の運河

花火まつり、天王洲キャナルフェス、勝島秋のカナルフェス、東海道しながわ橋テラス、しながわ水辺の観光フェスタ㏌五反

田、同㏌八潮で構成されています。各内容については、周遊船、カヌー、ボートの乗船体験。スポーツ、芸能、芸術、音楽

など様々な企画を展開し来場者も年々増加しています。また、本イベントの目玉として、ビルに反響する音と鮮やかな色彩

の花火を特徴とすることから、「都市型花火」と題して、品川区内最大の3,000発の花火打ち上げを実現しています。

2019

ろう者（デフ）サッカー教室（台場小学校）
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2002年から中学生の部活動支援とし
て始まったサッカーの活動「FC品川」。
2016年に地域に愛されるクラブを目指
して立ち上がったフットサルチーム「東
海道品川宿FC」今年で活動も4年が立
ちました。2016年に小学生のスクール、
中学生のジュニアユースチーム、社会人
のトップチームからスタートして、2019
年度には、高校生のユースチームがで
きクラブが目指してきた子どもから大人
までが真剣に楽しめる一貫したチーム
ができました。トップチームですが11月
に行われた「第5回品川フットサルカッ
プ」に出場して優勝することができまし

た。この結果、来年品川区の代表として
東京都大会に出場予定です。全国まで
繋がっている大会なので頑張ります。大
会には、下部組織の選手や保護者の方
も多く応援に駆けつけてくれました。東
海道品川宿FCファミリーが増えてきまし
た。クラブの活動を知ってもらうためYou 
Tube「東海道品川宿FCチャンネル」をは
じめましたぜひ御覧ください。
（松村 圭祐）

<城二>私が井上さんに誘われ初めて
「まち歩き」に参加したのは2013年
でした。10年も住んでいたこのまちの、
初めて知る歴史に驚きの連続であっ
た事を憶えています。すさき公園前を
通って山手通りまでの道路は、昔は
砂浜だった海岸線、私の住む東品川
3丁目はもちろん海の中。荏原神社は
目黒川の北にあるけど「南」と呼ばれ
るのは、蛇行していた川を直線にした
ため（諸説あり？）、はもう少し後のま
ち歩きで知ったかもしれません。今で
は説明役をすることもあります。来年

以降も是非ご協力させていただきたい
と思っています。（父親の会代表 馬場 
達生）

<台場>まちづくり協議会の方やボラ
ンティアの方にご協力いただき３年生
がまち歩きを行いました。台場小学校
のそばに昔の海岸線があることや、普
段遊んでいる聖跡公園に歴史がある
こと等、興味深いお話をたくさん聞か
せていただきました。その時の児童の
感想をいくつか紹介します。
『よく遊んでいる聖跡公園に明治天
皇が来ていたことに驚いた。』『台場
小の近くに海岸線があったと初めて
知った。だから、灯台があったのだなと
思った。』『もしかしたら僕が教える番

が来るかもしれないから、もっと品川
区について調べたい。』
子どもたちにとって自分たちの住む
町を知るとても良い機会となりました。
最後の感想のように、語り継がれたら
いいなと思います。(台場小学校３年担
任 村岡 ともみ)

旧東海道で生活している地域住民、
企業や諸団体が協働して住みよいまち
づくりを景観と歴史をバランスよく守
りながら、未来ある子どもたちへ引き
継ぎたいという思いで行っております。
【しながわ宿場まつり】にて
2019年9月28日（土）しながわ宿場まつ
り1日目にあわせて品川宿交流館わき
の路地に手作り灯篭を飾りました。
灯篭は手作りで区立台場小学校と区
立城南第二小学校の2校の３、4年生
が授業で作ってくれました。作った灯
篭は地元協議会や企業、団体と父親
の会の協力でかざりました。

【灯篭ロード】
10月5日（土）しながわ運河まつりと同
日、福栄会裏の目黒川沿いに城南第
二小学校・台場小学校の３、４年生が
つくってくれた手作り灯篭の展示会
を「灯篭ロード」と題して行いました。
展示の準備に地元企業、協議会、ＰＴＡ
（父親の会）そして学校の先生が集ま
りました。

まちづくり協議会は交流事業の一環と
して東海道五十七宿とのお付き合いを
30年にわたって続けています。そのな
かでも東京と神奈川にある宿場、品川、
川崎、神奈川、保土ヶ谷、戸塚、藤沢、
平塚、大磯、小田原、箱根の10宿に日
本橋を加えてのブロック会議は毎年3
回ほど持ち回りで行ってきました。我
が品川での開催は3年半ぶりです。

10月30日水曜日、台場小学校のランチ
ルームを会場に約50名の方々が集ま
りました。品川の行政からも和氣副区
長をはじめ、観光課や観光協会の皆
様にご出席いただきました。主な議題
は、NPO「歴史の道東海道宿駅会議」
の関連で、3月1日に行われる東海道検
定への協力呼び掛け、第33回東海道
シンポジウムが掛川宿・日坂宿合同で

10月30日・30日の開催が決まったこと
の報告でした。ブロック長でいらっしゃ
る保土ヶ谷宿の近藤博昭さんの「出席
されたすべての方が必ず一言はしゃべ
る」方針のもと、近況報告や自己紹介
など、大急ぎでしたが和気あいあいの
内に閉会となりました。その後、会場を
一龍屋台村に移し、恒例の懇親会が
行われました。水辺に映る屋形船や建

物の灯りに、来品の方々からは「品川
にもこんなに魅力的なところがあるん
だ」と驚きの声を戴きました。
（長谷山）

昨年、事業地域A、B、C地域にて協議
会が立ち上げがあり、各地域それぞれ
の協議会で議論が進められてきた。今
年度は推進協が取り組む八ツ山、東
一・三、北一、北二、北三、御殿山の
各町会区域（北品川駅南地域）92ｈ全
体の地域を対象にした「品川駅南地
域　まちづくり構想」の具体化のため
の調査・研究に懸る。その業務委託先
として株式会社ＵＧ都市建築がエリア
マネジメント調査研究業務を、事務局
支援業務を日本設計が指名された。12
月3日第1回のエリアマネジメント会議
が開催された。
【北品川駅前計画の動き】
品川区による北品川駅前広場計画は
一昨年度、地元の反対意見から品川

区が都市計画の手続きを1年延ばし、
地域住民と話し合いが行われた。令和
元年6月3日都市計画決定、8月、駅前
広場整備事業の用地測量手順の地元
説明会が開かれた。以降、現況測量・
用地測量となり、来年度初め事業認可
（事業着手）、以降、用地補償説明会
等スケジュールが示された。
（新実 正義）

11月3日（日）三島宿場まつりに参加し
てまいりました。三島宿場まつりでは
三嶋大社西交差点から三島広小路駅
までの大通商店街を歩行者天国にし
て、特産物販売やワゴンセールなどを
行っているお祭りで品川からは海苔を
持参して活動いたしました。
元環境大臣の細野氏がお店に訪れる
中、午後から雨とのことでしたが何と

か降らずに済んで富士山を眺めながら
無事品川に戻りました。
（東京サラヤ　小野）

令和元年10月11日（金）静岡県藤枝市
の藤枝市生涯学習センターを会場に
開催されました。台風19号上陸間近と
いう開催にもかかわらず、多くの宿場
町が参加しました。
藤枝宿は江戸から約200kmあり、東
海道五十七次の22番目の宿場で歴代

の城主が江戸幕府の要職を務めた田
中城を仰ぐ、本多家4万石の田中藩の
城下町。静岡大学名誉教授本多隆成
先生から歴史のお話と、津軽三味線
弾き語りで藤枝白子町誕生物語を聞
きました。東海道シンポジウムは、東
海道五十七次の各宿場で活動してい
る団体が宿場の歴史や地域活動につ
いて情報交換する催しです。次回第
33回東海道シンポジウムは令和2年度
10月に掛川宿・日坂宿で開催されます。
（東京サラヤ　小野）

9月の末に大磯へ、宿場まつりに参加
しました。代替わりの今年は開催が早
まったとか。和装縛りということで、お
店の人は皆浴衣や半纏を纏い、まつり
の演出を一層盛り上げていました。更
には、海外の旅行者に対して浴衣着
付&まつりガイドというおもてなしの取
組みもあり、大磯宿の人々の工夫が感
じられました。そして私的ですが、無

沙汰していた知人と偶然再会し、道が
繋がれば人の縁も繋がっているものだ
と嬉しく感じた一日でした。
（松永あゆみ）

品川区・区民活動助成制度の最終年
度の認可を受け、講演会を進めている。
第９回講演会は6月２３日。「異色の大
衆小説家・江見水蔭の生涯と評価」講
演、坂本道夫氏。元品川歴史館学芸
員。人生の後半、３０余年を品川で過
ごした水蔭の多彩な活動と人物像の
物語。
第１０回は９月２２日。「品川をめぐる街
道輸送の変容―江戸から明治へ」講
演、玉井幹司氏。物流博物館主任学
芸員。品川宿で初めて語られる民間
の飛脚便。その実態が明らかにされた。
第１１回は11月１７日。「最後の品川“土
蔵相模”を語る」講師、永石雅章氏。
楼主永石直吉の子息。講演は直前に

永石氏病気、入院というアクシデント。
史談会メンバーが代行。
第１２回は令和２年１月１９日。「無宿源
次郎と品川宿村―江戸の周縁社会に
生きる」」講師吉田伸之氏。東京大学
名誉教授。（新実 正義）

メニューは炊きたての白いごはんと
自家製味噌でつくるお味噌汁。おか
ずは参加してくれた方々からのポット
ラック（お持ち寄り）。ふりかけしかな
い日だって、ごはん大好きな品川宿の
こどもたちは、山盛りのごはんと味噌
汁を大きな口を開けて食べては笑う。
それを見て大人たちも楽しくなります。
毎月、行き当たりばったりなのに、支
度も後片付けもこどもたちの目配せも、
そしてまたにはのんびり食べたいお母
さんへの気遣いも参加しているみなさ
んの中で自然と成立していて、一つの
食卓で同じものをみんなで食べる面白
さを感じています。
小学生だった子も中学生となり、中学
生は高校生となり成長とともに地元

との距離が空いていくもの。秋頃だっ
たか気まぐれにふらっと寄ってくれた
子が、「食べた分は洗いますよ」、そう
言って洗い物を1時間以上してくれた
後ろ姿を見て、継続するごとに多くの
人の愛が積もっていくんだな～と感じ
た晩でした。（わだふじこ）

朝から大雨スタートとなった当日、天
気の回復を祈りながら準備を進めた
甲斐もあり、2時間遅れでみち遊び、
マルシェを無事に開催することができ
ました。
今回はみち遊び、マルシェともに品川
橋上にまとめたことで、路上お絵かき
に没頭するこども達とそれを見ながら
音楽とコーヒー、タピオカを楽しむ大
人たちというコンパクトでバランスの
取れた形をつくることができました。
「人が中心の公共空間」づくりを品川

宿の宝である旧東海道で実践してき
たいと思いますので、これからもご指
導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたし
ます！（わだふじこ）

「ラグビーWCパブリックビューイング」 「看護師とのタウンミーティング」会場
9月20日、ラグビーワールドカップをみ
んなで楽しもう！という声かけによって、
交流館でパブリックビューイングが開
催されました！
ラグビー大好き岡本さん（なぎさの
会）の実況・解説つき！さらに、パネル
に、ルール、ポジションなどを手書き
でも用意し、初心者にも優しいサービ
ス精神で準備万端の会場設営！キック
オフ直後、来場者１名のマンツーマン
でどうなるのか！？と少し焦りましたが、
試合後半には超満員の盛り上がり！
ニュージーランドなど、海外からのお

客様にも多数参加していただき、国
際色豊かなイベントとなりました！言葉
が通じなくてもスポーツで盛り上がれ
る！最高の体験となりました！

9月12日、品川宿交流館にて、「心の
健康」をテーマとした意見交換会（タ
ウンミーティング）が開催されました。
精神科に従事する看護師で構成され
ている（一社）日本精神科看護協会さ
んとして、地域の方々の声を聞き、今
後の社会貢献活動に活かしていきた
いという趣旨で、開催されました。
「まちの魅力とは？」「病気になっても
安心して暮らせるまちとは？」などなど、
吉川さんからの質問に参加者で応え
ながら、活発な意見交換が行われま
した。

タウンミーティングを通じて、改めて
「地域のつながり」や「居場所づく
り」が、＜心の健康＞にとって大切だ
と感じることができました。

みなさんは東海道、品川周辺にまつわ
る歴史上の人物というと誰を思い出し
ますか？　
坂本龍馬、葛飾北斎、詳しい方は板
垣退助、はたまたゴジラなどを思い出
された方もいらっしゃるかもしれませ
ん。そのような人物と出会い、東海道、
品川の歴史を勉強する「東海道歴史
探訪　まち歩き」が、品川区立城南小
学校の6年生を対象に授業として行わ
れました。
10月16日当日は、前日からの雨もすっ
かり上がり、子どもたちは訪問スポッ
トでその歴史上の人物や、同校の先
生や児童の保護者が扮する大名、浪

士などの芝居なども楽しみながら、東
海道や周辺の歴史の理解を深めるこ
とができました。
まちづくり協議会を始めご協力いただ
いた皆さんに感謝しています。また来
年度もお願いします。（城南小パパの
会 北村 茂久）

品川宿交流館にて＜わが生い立ちの
記・最後の品川「土蔵相模」＞永石雅
章著（単行本￥1,200）を販売。郵送希
望者は品川宿史談会ホームページを
参照。
相模楼最後の楼主、永石直吉のご子
息雅章氏（９０才）が私家版として発
刊した本を、土蔵相模出版有志の会
で増刷。相模楼の建物、見世や娼妓
の実態、当時の品川宿の町の様子や、
大学時代の恩師、近代随筆の最高峰
といわれ、傑作「東海道品川宿」の著
者岩本素白との出会いと交流、そして
映画「幕末太陽伝」に関わる話など、

まさに土蔵相模を語る最後の貴重な
記録である。（新実 正義）

東海道品川宿FC

「歴史まちあるき」に参加して（城南第二小学校・台場小学校）
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